
※⾚字が添付資料です。                          170601 教務資料 
ＨＷＩＰ企画運営委員会 教務報告 

 
 １年 
 HW セミナー︓春の合宿（３⽇） ＋ ラボローテ（1 ⽇ｘ３） 

 ４⽉ 14-16 ⽇(⾦⼟⽇)に実施済み。新⼊⽣はかなりイキがよくて楽しかったです。 
 ローテーション先の決定 

 基礎論 I・II︓特任座学（前期・後期、各⾦曜１コマｘ15）基礎ライティング含む 
 今年度の I は学⽣ Feedback から学⽣発表にトライ → 変えて良かったと思っています。 

 領域基礎研究︓ラボでの専⾨研究 ＋ イノベーション⼊⾨ 
 イノベ⼊⾨︓Clic 産学講義 ＋ 企業訪問 ＋ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｱｲﾃﾞｱﾌﾟﾚｾﾞﾝ（座学２⽇＋企業訪問１⽇） 

 最初の講義は８⽉４⽇予定。 
 創出論︓オムニバス講義（後期 ⾦曜２コマｘ８） 

 6/8 に吉⽥浄先⽣と相談。 
 ２年 
 融合領域研究︓ラボでの専⾨研究 ＋ アウトリーチ 
 アウトリーチ︓未来館座学と学内＋市内駅構内/産学 OACIS での実践（座学１⽇＋実践２⽇） 

 最初の講義は７⽉６⽇予定。 
 ３年以降 
 プロジェクト研究︓融合研究に属する（グラントで PI を⾏うと PI 研究の単位も追加） 

 ３年次。昨⽇に提案書が提出された。 
 実践演習︓参画企業による講義 

 ３年次。実施中。産連担当。 
 インターン︓国内 3 ヶ⽉以上、海外 1.5 ヶ⽉以上、ただし通勤期間は 2/3 でも良い。 

 実施中。産連担当。 
 審査など 
 学⽣アドバイザリ︓８⽉ごろメンタリング、11 ⽉ごろ評価。 

 新⼊⽣および今年度の変更など決定。新制度のため内部公開する予定︓添付資料 P2-4。 
 GPI スキル診断︓毎年秋に実施 →増澤先⽣担当 
 Pre-QE︓１年次 12 ⽉ →選抜委員会担当 
 R-QE︓3 年次 1 ⽉ →本年度は公聴会と同時。仮⽇程として 2018 年 1 ⽉ 23 ⽇。 
 最終試験︓公聴会は５年次 1 ⽉（R-QE と同時） →早期⽣実施中。公聴会などについて︓添付資料 P5-6。 

 
 その他 
 学⽣企画︓ →阪⼤５LP 履修⽣合同企画が⼤盛況（⾼校⽣を中⼼に 100 ⼈越） 
 HW 教員セミナー︓ →公募は常に Open 
 国際交流︓ →⾹港 BU 学部⽣が 6/7 に来 HW。北⽶会と定期的に懇親会。 
 改善など︓ → 英語対応として創出論の代わりに UC 特別講義を採⽤中。 

 
※ 講義の流れ 

研究︓領域基礎（１年）→融合領域（２年）→プロジェクト研究（３年）→PI 研究（４年） 
産業︓⼊⾨（１前）→創出論（１後）→アウトリーチ（２年）→実践演習（３年）・インターン（３年） 

※ 各カリキュラム説明やイベント詳細は HP 右上の履修⽣専⽤ページにおいています。 
http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/student-only/ 
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教
務
委
員
長
か
ら
、
学
生
・Advへ

メ
ー
ル

・Em
ailを

再
確

認
：
学

生
か

ら
＆
Form

（
専
用
で
も
良
い
）

・
企

業
へ

は
そ
れ

ぞ
れ

に
担

当
学

生
通

知
・
学
内
へ
は
一
覧
の
ペ
ー
ジ
を
見
せ
る

*1: ア
ド
バ

イ
ザ

か
ら
の

返
信

の
必

要
は

あ
り
ま
せ

ん
。

*2: 成
績
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
学
生
は
番
号
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
は
指
導
教
員
/他

研
究
科
/学

外
か

ら
選

択
の

み
。

*3: 確
認
返
信
用
の
Em

ailア
ド
レ
ス
は
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

*4: Excelま
た
は
PDFと

し
て
各

学
生

該
当

部
分

を
PW

を
か
け
て
送
信
。

学
⽣
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
委
員
会
（
最
終
試
験
以
外
）

Em
ail*

1

CC. HW
事
務

Em
ailで

入
力

確
認
*
3

Form
に
入

力
*
2

HW
事
務
*
4

学
生

ア
ド
バ

イ
ザ

リ
委

員
会

の
皆

様
へ

•
ま
ず
、
パ

ス
ワ
ー
ド
付

の
学

生
専

用
ペ
ー
ジ
に
て
Em

ailア
ド
レ
ス
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

共
有

し
て
も
良

い
Em

ailア
ド
レ
ス
を
『6

月
末

ま
で
』
に
HW

IP
事
務
ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

現
状
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
連
絡
の
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

•
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
て
、
学
生
か
ら
Em

ailに
て
報
告
が
来
ま
す
。
こ
の
メ
ー
ル
に
対
し
て
返
信
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

•
学

生
か

ら
の

報
告

を
ご
覧

に
な
り
、
こ
ち
ら
か

ら
案

内
し
ま
す
フ
ォ
ー
ム
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
ま
せ

。
こ
の
際
、
Em

ailア
ド
レ
ス
を
入
れ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
記
入
確
認
が
メ
ー
ル
に
て
送
信
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ア
ド
レ
ス
は
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

履
修

生
へ

•
学

生
ア
ド
バ

イ
ザ

リ
委

員
会

の
皆

様
の
Em

ailア
ド
レ
ス
は
履
修
生
専
用
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
秘
匿
を
厳
守
す
る
よ
う
注
意
。

•
こ
ち
ら
か
ら
期
間
と
報
告
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
指
定
し
ま
す
の
で
、
こ
の
間
に
ア
ド
バ
イ
ザ
の
皆
様
へ
メ
ー
ル
に
て
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
、
必
ず
HW

事
務
（HW

IP
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
事
務
：advisory‐stu@

hum
anw

are.osaka‐u.ac.jp
）
に
も
CC

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ア
ド
バ
イ
ザ
か
ら
の
返
信
は
基
本
的
に
は
無
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
ア
ド
バ
イ
ザ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
担
当
す
る
学
生
数
が
増
加
し
て
お
り
、

実
際
に
は
返
信
な
ど
一
人
一
人
に
対
応
す
る
の
は
不
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
理
解
く
だ
さ
い
。

•
HW

事
務
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て
き
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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教
員

名
担

当
人

数
学

生
1

学
生

2
学

生
3

学
生

4
学

生
5

学
生

6
学

生
7

学
生

8
昨

年
か

ら
の

辞
退

者
等

水
内

良
(1

)
芝

井
厚

(1
)

酒
谷

佳
寛

(2
)

小
森

隆
弘

(2
)

古
林

太
郎

(1
)

清
水

天
馬

(1
)

澤
田

莉
沙

(1
)

横
田

将
志

(1
)

藤
田

瑞
希

(3
)

冨
永

登
夢

(2
)

2
伊

野
先

生
5

陸
悦

超
(3

)
沈

靖
程

(5
)

Z
h
e
n
gX

iqian
(3

)
佐

々
木

大
(5

)
清

田
誠

(5
)

3
清

水
先

生
4

徳
山

健
斗

(1
)

森
田

啓
介

(2
)

B
ro

w
n
Z
u
be

n
(1

)
酒

井
智

史
(1

)
4

下
條

先
生

6
D

ash
davaaK

h
u
re

lT
u
lga(1

)
山

田
拓

哉
(2

)
高

橋
慧

智
(2

)
垣

塚
太

志
(1

)
濵

屋
政

志
(2

)
渡

辺
美

紀
(1

)
5

鈴
木

(秀
)先

生
6

楊
剣

(2
)

岩
崎

悟
(3

)
肖

恒
(3

)
佐

々
木

隆
明

(5
)

酒
井

和
紀

(3
)

山
口

裕
人

(5
)

畑
中

恵
茉

(生
3
)：

2
0
1
7
年

5
月

末
で

履
修

辞
退

(就
職

)
6

竹
村

先
生

3
西

山
周

平
(4

特
)

大
杉

清
之

(4
)

畑
中

岳
(4

)
7

谷
田

先
生

2
下

村
優

(4
)

西
田

圭
吾

(4
)

8
沼

尾
先

生
3

T
h
am

m
asan

N
attapo

n
g(1

)
J
u
an

L
o
re

n
zo

H
agad(2

)
稲

垣
成

矩
(1

)
A

brah
am

A
n
th

o
n
y(生

2
)：

2
0
1
7
年

6
月

で
履

修
辞

退
(海

外
へ

進
学

)
9

長
谷

川
先

生
2

辻
健

太
(4

)
都

築
拓

(4
)

都
築

拓
(生

4
)：

2
0
1
7
年

7
月

か
ら

休
学

予
定

1
0

原
先

生
5

中
村

達
哉

(1
)

大
渕

拓
也

(3
)

高
博

奇
(3

)
中

西
惇

也
(1

)
島

谷
二

郎
(3

)
1
1

東
野

先
生

2
三

浦
太

樹
(4

)
三

田
真

志
郎

(4
)

1
2

前
田

先
生

3
平

岡
陽

花
(2

)
水

山
遼

(3
特

)
德

田
加

奈
子

(3
)

水
上

誠
(情

3
)/

和
田

康
介

(情
3
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(就

職
)

大
久

保
正

隆
(基

2
)：

2
0
1
7
年

1
月

で
履

修
停

止
(進

路
変

更
)

1
3

増
澤

先
生

4
五

島
剛

(4
)

井
本

宗
一

郎
(5

)
大

石
浩

輝
(4

)
足

立
晴

彦
(5

)
乙

倉
麻

里
(2

)
村

上
雅

哉
(3

)
志

垣
沙

衣
子

(3
)

坂
本

昂
輝

(4
)

佐
竹

幸
大

(4
)

南
宇

人
(2

)
山

村
耕

平
(3

特
)

X
u
X
u
e
yan

(4
)

山
中

夏
生

(生
4
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(進

路
変

更
)

M
e
n
se

sA
le

xis(3
特

)
1
5

若
宮

先
生

5
T
h
o
m

asR
o
drigu

e
s(5

)
富

田
風

太
(5

)
福

永
裕

樹
(5

)
K
e
vin

 S
taple

to
n
(5

)
竹

澤
拓

朗
(5

)
1
6

渡
辺

(尚
)先

生
2

藤
井

祥
平

(1
)

古
林

太
郎

(1
)

1
7

天
野

先
生

5
南

宇
人

(2
)

大
石

浩
輝

(4
)

乙
倉

麻
里

(2
)

高
橋

慧
智

(2
)

坂
本

昂
輝

(4
)

1
8

岩
城

先
生

1
福

永
裕

樹
(5

)
1
9

上
田

先
生

2
平

岡
陽

花
(2

)
楊

剣
(2

)
2
0

大
澤

先
生

2
本

谷
康

平
(2

)
酒

谷
佳

寛
(2

)
2
1

岡
田

先
生

3
土

沢
誉

太
(1

)
山

村
耕

平
(3

特
)

進
寛

史
(1

)
祐

村
実

旺
(情

3
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(就

職
)

2
2

岡
本

先
生

3
X
u
X
u
e
yan

(4
)

岸
田

捷
暉

(5
)

三
浦

太
樹

(4
)

2
3

甲
斐

先
生

2
Z
an

g M
in

bo
(5

)
沈

靖
程

(5
)

2
4

木
村

先
生

3
三

田
善

志
郎

(5
)

小
澤

誠
(5

)
八

木
聡

明
(5

)
2
5

近
藤

先
生

5
澤

田
莉

沙
(1

)
足

立
晴

彦
(5

)
水

内
良

(1
)

吉
永

司
(1

)
峯

隆
太

郎
(5

)
2
6

七
五

三
木

先
生

3
水

山
遼

(3
特

)
志

垣
沙

衣
子

(3
)

大
渕

拓
也

(3
)

水
上

誠
(情

3
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(就

職
)

2
7

鈴
木

(隆
)先

生
3

横
田

将
志

(1
)

藤
井

祥
平

(1
)

陸
悦

超
(3

)
田

中
祐

(生
3
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(就

職
)

山
中

夏
生

(生
4
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(進

路
変

更
)

二
ノ

丸
雄

大
(基

4
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
停

止
(進

路
変

更
)

2
8

泰
地

先
生

2
西

田
圭

吾
(4

)
下

村
優

(4
)

2
9

高
木

先
生

4
B

ro
w

n
Z
u
be

n
(1

)
K
e
vin

S
taple

to
n
(5

)
T
h
o
m

asR
o
drigu

e
s(5

)
佐

々
木

隆
明

(5
)

3
0

高
橋

先
生

2
都

築
拓

(4
)

佐
竹

幸
大

(4
)

都
築

拓
(生

4
)：

2
0
1
7
年

7
月

か
ら

休
学

予
定

3
1

永
井

先
生

2
稲

垣
成

矩
(1

)
D

ash
davaaK

h
u
re

lT
u
lga(1

)

3
2

名
田

先
生

2
中

村
達

哉
(1

)
有

本
庸

浩
(1

)

3
3

難
波

先
生

3
酒

井
智

史
(1

)
J
u
an

L
o
re

n
zo

H
agad(2

)
森

田
啓

介
(2

)
A

brah
am

A
n
th

o
n
y(生

2
)：

2
0
1
7
年

6
月

で
履

修
辞

退
(海

外
へ

進
学

)

3
4

西
本

先
生

5
藤

元
大

河
(4

)
山

口
裕

人
(5

)
辻

健
太

(4
)

内
田

貴
久

(4
)

田
辺

育
暉

(5
)

3
5

野
田

先
生

3
德

田
加

奈
子

(3
)

岩
崎

悟
(3

)
肖

恒
(3

)
3
6

藤
田

先
生

6
藤

田
瑞

希
(3

)
畑

中
岳

(4
)

三
田

真
志

郎
(4

)
高

博
奇

(3
)

西
山

周
平

(4
特

)
孫

雨
庭

(3
特

)
和

田
康

介
(情

3
)：

2
0
1
7
年

3
月

末
履

修
辞

退
(就

職
)

3
7

森
本

先
生

4
濵

屋
政

志
(2

)
姜

淳
熙

(5
)

山
田

拓
哉

(2
)

立
川

恭
平

(2
)

3
8

吉
岡

先
生

2
大

杉
清

之
(4

)
五

島
剛

(4
)

3
9

吉
森

先
生

2
清

田
誠

(5
)

井
本

宗
一

郎
(5

)
4
0

渡
邉

(朋
)先

生
2

垣
塚

太
志

(1
)

徳
山

健
斗

(1
)

4
1

D
an

ie
l先

生
3

佐
々

木
大

(5
)

富
田

風
太

(5
)

于
士

琪
(5

特
)

中
西

惇
也

(1
)

有
本

庸
浩

(1
)

浦
井

健
次

(1
)

渡
辺

美
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藤井君
5/15

藤井君 6/20までには配布

7/10‐7/21
ぐらい

オーバードクターの間
・通常の学生Advは毎年受ける
・ただし学生Advは毎年第２回(秋)のみ
・基本的にサポートは無い
・修了要件の必須単位などに絡む場合、
例えばインターンなど、優先はされない
がサポートを検討される。

最終審査開始
予備審査

（書類審査から）

通常の
学生アドバイザリ

委員会

HW公聴会
（英語プレゼン）

必要であれば
審査員に直接
説明に行く等

審議

審議

開始判断

必要であれば
審査員に直接
説明に行く等

D論本紙や
研究科合格を含む
全要件の提出

確認

修了

可能な時期
修了見込生

可能な時期
にやりなおし

可能な時期
にやりなおし

通常時期
10月

通常時期
1月

通常時期
3月

←ここでD論草稿を審査員に配布

書類審査に
加え、その後、
必要なら審査
員への直接
の説明などを
加えて、予備
審査とします。

※学生アド
バイザリに
よる審査

→教務承認

※学生アド
バイザリに
よる審査

→教務承認

※企画運営
委員会に
よる承認

5/31

公聴会内容 （計２０分）
専門研究（英語） ６分
融合研究 ４分
未来のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝや自身の未来像 ２分
質疑応答 ６分
交代時間 ２分
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2017年度 最終試験 予備審査 評価書 

最終試験 予備審査（評価） 

学生氏名（学年）  

評価者氏名  

下記の評価ポイントを参考にして、合否判定をお願い致します。合格に追加の条件が必要な

場合（例えば「公聴会時には○○の点をクリアにして発表する事」や、「内容がわかりにくい

ため面会または電話により追加説明すること」など）は、条件付き合格とし、その条件を「自

由記入欄」に記入してください。なお審査書類は、研究や活動の内容を、専門分野以外の人に

も伝わり、アピールできるよう作成されるべきものです。よって、専門分野以外の方にとって

理解が難しい場合は書き方が悪いとして評価をお願い致します。 

合否判定（以下から一つ選んでください） 

合格   ・   条件付き合格   ・   不合格 

自由記入（合格に必要な追加条件、また下記の評価項目で特記すべき点があればその説明等） 

 

評価のポイント（参考）  

学位論文研究の 

評価ポイント 

内容が専門分野内外の人に対してクリアに記述されているか 

重要な研究であることをアピールできているか 

方法および結果等が論理的に記述されているか 

結論は妥当か 

研究結果の重要性をアピールできているか 

学位論文以外の 

評価ポイント 

融合研究に関して、その重要性をアピールできているか 

融合研究に関して、結果と結論がクリアに記述されているか 

自身の目標や未来像があり、それに向けた活動により成長したか 

未来のイノベーションを意識して成長したか 

総合的に、未来のリーダー人材として成長したか 

＊ 評価書は、ファイルシステムを通してご提出くださいませ。 

ご協力に感謝いたします。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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